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地域医療構想をめぐる国の検討状況等について

2022/２

令和３年度 第３回湘南西部地区保健医療福祉推進会議

資料
(報告事項)
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新型コロナを踏まえた地域医療構想の進め方（国の検討状況）

今後の医療提供体制の構築に向けた考え方
（令和２年12月15日 医療計画の見直し等に関する検討会報告書）

【中・長期的な医療需要】
 人口減少、高齢化といった
背景事情に変化なし

→地域医療構想の枠組み（病床
の必要量の推計や考え方等）は
維持・推進

【感染拡大時の短期的医療需要】

→「医療計画」に基づき機動的
な対応を行う。

・感染症対応に転用しやすいスペースの
確保に向けた施設・設備の整備

・感染拡大時における人材確保の考え方
の共有 等

第８次医療計画
策定に向けて、
双方の取組みの
関係性を具体に

議論
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地域医療構想の実現に向けた取組（全体像）
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今後の地域医療構想に関する考え方・進め方



【参考】外来医療機能の明確化・連携について（国の検討状況）

外来医療の課題

患者の医療機関の選択に当たり、外来機能の情報が十分得られず、また、
患者にいわゆる大病院志向がある中、一部の医療機関に外来患者が集中
し、患者の待ち時間や勤務医の外来負担等の課題

地域の医療機関の外来機能の明確化・連携に向けて、データに基づく議論を地域で進める必要

① 医療機関が都道府県に外来医療の実施状況を報告する ⇒ 令和４年度から外来機能報告制度の創設

② ①の外来機能報告を踏まえ、「地域の協議の場」において、必要な協議を実施

外来医療の改革の方向性

かかりつけ医機能の強化とともに、外来機能の
明確化･連携を進めていく必要

「医療資源を重点的に活用する外来（※）」を地域で基幹的
に担う医療機関（紹介患者への外来を基本とする医療機関）を明確化

医療機関が外来機能報告の中で報告
→国の示す基準を参考に、地域の協議の場で確認して決定

※「医療資源を重点的に活用する外来」のイメージ
○医療資源を重点的に活用する入院前後の外来 （例）悪性腫瘍手術前後の外来 など
○高額等の医療機器・設備を必要とする外来 （例）外来化学療法、外来放射線治療 など
○特定の領域に特化した機能を有する外来 （例）紹介患者に対する外来 など

⇒患者の流れがより円滑になることで、病院の外来患者の待ち時間の短縮や勤務医の外来負担の軽減、医師の働き方改革に寄与
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【参考】外来医療機能の明確化・連携について（国の検討状況）

時期 内容

令和４年
４月～

・対象医療機関の抽出
・NDBデータ（前年度4月～3月）を対象医療機関別に集計

９月

・対象医療機関に外来機能報告の依頼
・報告用ウェブサイトの開設
・対象医療機関にNDBデータの提供

10月 ・対象医療機関からの報告（10/31報告期限）

12月
・10/31までに報告され、データ不備のないものについて、集計とりまとめ
・都道府県に集計とりまとめ提供

令和５年
１～３月

・地域の協議の場における協議
・都道府県による｢医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣の
公表
・都道府県に集計結果の提供

現時点でのスケジュール（想定）
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検討スケジュール（地域医療構想・医師確保計画に関する国ＷＧ）

事項 令和３（2021）年度 令和４（2022）年度

１.地域医療構想

２.外来医療の機能の明
確化・連携

３.医療機関の取組支援

・各地域における検討、取組状況に関するさらなる把握

・地域における協議、取組の促進策に関する検討

・2025年以降を見据えた枠組みの在り方に関する検討

外来機能報告の実施（施行状況等を踏まえ、改善検討予定）

※令和５年１～３月目途で、外来医療の協議の場（＝地域医療構想調整会議）での議論を踏まえ、都道府県による「医療
資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関」の公表

支援の実施
※病床機能再編支援事業（基金）、重点支援区域 等

国
Ｗ
Ｇ
の
開
催
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